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　不要になったものなどを再資源化し、それ

を利用して新たな製品等をつくることを「リ

サイクル」といい、紙･ビン･缶･ペットボトル

などいろいろな素材で行われています。リサ

イクルとカタカナで書くと比較的新しい行為

のように思われがちですが、紙のリサイクル

の場合、日本では平安時代にはすでに、現在

と同じような方法で再生紙がつくられていま

した。

　さて、再生紙の製造には、実は紙の化学的

性質が利用されています。紙は木材から取り

出した繊維からつくられています。この繊維

は「セルロース」という物質でできていて、

セルロースはたくさんの「水
すい

酸
さん

基
き

」を持って

います。この水酸基には、水酸基同士で結合

するという性質があり、たくさんの水酸基が

結合し複雑に絡み合うことによって、バラバ

ラの繊維が集まって 1枚の紙を構成していま

す。

　その紙を水の中に入れると、元のバラバラ

の繊維に戻ります。これは、水も水酸基を持っ

ているため、水の水酸基が割り込んでセルロー

スの水酸基同士が結合できなくなるからです

（飲料用紙パックなどの場合は、水分でバラ

バラにならないように紙の表面をフィルムで

コーティングしてあります）。そして熱や乾燥

により水分が取り除かれると、再びセルロー

スの水酸基同士が結合して、また紙として生

き返るのです。

　しかし、これを何度も繰り返していると、

繊維そのものが切れて少しずつ短くなってし

まうため、紙の強度も落ちてきます。そこで

リサイクルする際、再生紙の用途によっては

新しいパルプを加えて強度を保つなどの工夫

がされています。

　水酸基の働きなどまだ知られていなかった

平安時代にも、化学の作用は人々のくらしに

活かされていたのですね。 　（平成17年6月）
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